
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

渡る前には一度立ち止ま

り、右左の安全確認をします。

その際に、車両の方に顔を向

けて横断をアピールし、車が

止まったことを確かめてから渡

りましょう。 

渡ろうとするときは、手を上

げて横断歩道を渡ろうとする

意思を示しましょう。 

 そのアクションにより、ドラ

イバーに対して、横断する意

思を伝えましょう。 

 横断歩道手前の安全な場所

で一度立ち止まり、安全を確

認しながら、足を一歩踏み出

すことにより、ドライバーに横

断意思を伝えましょう。 

 

ドライバーは、横断歩道手前の直前で停止している車両の側方を通過してその前方に出ようと

する場合は一時停止しなければなりません（法３８条：横断歩道等における歩行者等の優先）。ま

た、思った以上にドライバーには大きな死角が存在します。 

飛び出しがあるかもしれないという「危険予測」が有効です。 

 

この標示は、この先に横断歩道等 

があることを示すものです。 
見えないゾーンは危険予測を！ 

側方通過時はここで 

一時停止します！ 

歩行者が渡ろうとしてい

たらここでも停止です。 


